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植物が乾燥ストレスにさらされたとき、⽣⻑を停⽌して様々なストレス応答経路が活性
化することはよく知られている。しかし、⾃然界では乾燥ストレスは時々刻々と変動す
るものであり、植物は常にストレス応答と⽣⻑制御のバランスを調節しなければならな
い。我々は、植物の乾燥耐性に関わる植物ホルモンアブシシン酸（ABA）のシグナル伝
達因⼦であるSnRK2キナーゼに着⽬して研究を⾏い、このようなバランス調節に関わる
と思われる因⼦を複数同定した。そのような因⼦の⼀つに、Raf型プロテインキナーゼで
あるRaf36があり、これはSnRK2と相互作⽤するタンパク質の解析から同定された。解
析を進めた結果、SnRK2がRaf36をリン酸化することや、Raf36のリン酸化型は分解さ
れやすいことなどがわかった。さらに、Raf36は主に通常条件において活性を持ち、基
質タンパク質をリン酸化することで⽣育を促進すると考えられた。以上のことから、乾
燥ストレス条件下で活性化したSnRK2がRaf36をリン酸化して分解誘導することにより、
⽣⻑停⽌およびストレス応答の両⽅に関与していることが⽰唆された。現在は、リン酸
化プロテオーム解析によってRaf36の基質探索を進めているところである。


